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一 般 質 問 通 告 表 

令和５年第４回姶良市議会定例会（11月 29日） 

 

３．桃木野 幸一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市内の渋滞緩和

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近の姶良市内における特に朝・夕等

主要交差点や国道１０号における渋滞は

目に余るものがある。 

 現在、鹿児島市と姶良市間の国道１０

号の４車線化が進んでいるほか、隼人道

路においても４車線化が進んでいるが、

接続する県道や市道においては慢性的な

渋滞が発生している。 

 １１月１０日に議会と商工会とで行っ

た意見交換会においても早急な改善の 

取組が求められた。つまり、国や県を 

はじめ関係機関に対しての強い要望や 

陳情である。 

 

（１）そこで次に掲げる交差点の渋滞対

策としてどのように市として取り組み

改善等につなげていくのか見解を 

問う。 

①弥勒交差点 

②米山交差点 

③加治木インター付近 

④木田橋交差点 

⑤森山交差点 

 

（２）（仮称）中部横断道路の整備促進に

ついても要望があった。隼人道路の 

４車線化が進んではいるが有料である

ことから国道１０号に車が集中すると

思われる。国や県に対しての要望や 

機運の醸成が求められている。 

国道１０号渋滞対策検討会も立ち上

がり検討はされていると思われるが、

市としてはどのように考えているか。 

 

市 長 
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２．複合新庁舎整備

事業、子ども館及び

関連する事業の進

捗状況等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．姶良市職員の 

勤務体制について 

（１）姶良庁舎新本館及び加治木複合新

庁舎、子ども館の建設工事の進捗状況

と今後の見通しを示せ。 

（２）加治木複合新庁舎や子ども館等が

含まれる加治木中心拠点地区５２．２

ヘクタールの今後の整備計画を示せ。 

（３）工事に係る苦情や要望は寄せられ

ていないか。 

（４）図書館は加治木複合新庁舎に併設

されるが、加治木図書館は今後どうな

るのか。 

（５）子ども館の運営形態、人員体制は

どのようになるのか。 

（６）加治木中踏切より北側地区におい

ては、大雨時には排水が極端に悪い。

排水対策をどのように取り組むか。 

（７）新庁舎の完成を契機とした消費喚

起策を市内商工業者支援の観点からも

必要と考えるが見解を示せ。 

（１）次の姶良市職員の数を示せ。 

①正規職員数 

②再任用職員 

③会計年度任用職員 

（２）時間外勤務等について次を示せ。 

①年間最大時間 

②月最大時間 

（３）給与等の状況について 

（４）育児休業の取得状況について示せ。 

（５）病休・休職の取得状況について 

示せ。 

（６）年度途中の退職者数を示せ。 

（７）会計年度職員の時間外勤務ついて

状況を示せ。 

（８）年度途中で退職した場合の職員の

補充について示せ。 

（９）庁舎建設に伴っての組織体制の 

見直しについて示せ。 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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４．国生 卓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．空き家の現状と

今後の対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．森林環境税・森

林環境譲与税の活

用について 

 

 

姶良市空家等対策計画（令和４年３月）

では、令和元年９月から１２月にかけて

当時行政連絡員等による空き家等の現地

調査を実施している。 

調査対象は、一戸建て住宅とし、 調査

結果としては、計２，２９１戸の空き家

等が存在していることが判明している。

前回の調査と比べて５１３戸空き家等が

増えている。  

二次的住宅や賃貸及び売却市場に出る

ことのない空き家は、管理されないまま

朽ち果てていくケースとなり、そのこと

が周辺の住環境の悪化へ繋がることか

ら、これらの住宅への対策が必要として

いる。 

そこで、以下について問う。 

（１）相続などで空き家の持ち主が把握

できていないという問題が全国的に 

起きているが、本市ではどのようにし

て空き家の持ち主を確認しているの 

か。 

（２）本市の専用住宅の中で、次の空き

家と推定される建物の戸数を問う。 

①管理に問題がない状態の空き家 

②著しく景観を損なっている状態の

空き家 

③現状のままでは利用が困難であり、

倒壊の可能性がある空き家 

（３）令和元年９月から１２月にかけて、

現地調査を実施されているが、空き家

２，２９１戸のうち、空き家特措法第

１４条に基づき姶良市が指定している

特定空き家の戸数を旧町別に示せ。 

 

平成３０年５月に成立した森林経営 

管理法を踏まえ、パリ協定の枠組みの下

における我が国の温室効果ガス排出削減

目標の達成や災害防止等を図るための 

森林整備等に必要な地方財源を安定的に

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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確保する観点から、平成３１年３月に 

「森林環境税及び森林環境譲与税に関す

る法律」が成立した。 

そこで、以下について問う。 

（１）平成３０年５月に成立した森林 

経営管理法に基づき、「森林経営管理制

度」がスタートしている。 この制度に

より、本市では年次的に森林所有者へ

森林管理の意向を調査し、森林所有者、

市、林業経営者が協力して森林整備に

取り組んでいる。 

これまで何人の森林所有者への意向

調査を行ったのか。また、現時点で 

見えている現状と課題及び今後の展望

を問う。 

（２）森林所有者の意向調査により、 

「林業経営に適した森林」は、林業 

経営者に再委託することで森林の管理

の適正化を図り、一方で管理委託の 

意思表示はしたものの「林業経営に 

適さない森林」は、市町村自らが 

「市町村森林経営管理事業」として 

管理することになるが、この「林業 

経営に適さない森林」とはどのような

森林なのか。また、これまで本市に 

おいて何か所該当しているのか。 

（３）森林環境税として、個人住民税 

均等割の枠組みを用いて、令和６年度

から国税として 1人年額１，０００円

を市が賦課徴収するが、「森林環境税 

及び森林環境譲与税に関する法律」 

第３４条の森林環境譲与税の使途に 

ついて、市長部局及び教育委員会と 

横断的に取り組むべきと考えるが、 

今後の具体的な使途計画について 

問う。 
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５．湯元 秀誠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．公共施設の統廃

合と住民の不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成の市町村合併後、公共施設等に 

係る課題は全国の多くの地方公共団体で

抱えている。そのような状況を踏まえ、

平成２６年４月２２日には総務省の通知

「公共施設等総合管理計画の策定にあた

っての指針」が示され、更に令和３年 

１月２６日には「令和３年度までの公共

施設等総合管理計画の見直しにあたって

の留意事項について」が示された。 

長期的な視点をもって公共施設等の 

更新・統廃合・長寿命化等を計画的に行

うことにより、財政負担の軽減・平準化

を図り、公共施設等の最適な配置を実現

するための公共施設等総合管理計画を 

策定するとある。 

（１）第５次実施計画では蒲生複合新庁

舎建設に伴い関連施設の移設及び撤去

等を行うと記されている。 

蒲生公民館の施設は地域住民にとっ

て慣れ親しんできた施設であるが、 

今後、解体撤去されるのではと不安視

されている。その不安は払拭されるか

問う。 

（２）姶良市公共施設再配置基本計画の

概要版では公民館・集会所・文化施設

では、公民館は対象区域の拠点施設と

して、周辺の公共施設との複合化を 

進めながら、効率的な管理体制による

施設運営を図ると共に、指定管理者 

制度の導入も検討するとある。 

蒲生公民館の使用は、職員勤務の都

合上なのか土曜、日曜の午後５時以降

は使用できないことから休日のイベン

トなども開催困難である。 

いかに利活用を高めるか、また来館

者にかかるコスト軽減を図るかは公共

施設に求められている課題である。 

蒲生公民館は指定管理者制度を導入

すべきと考えるが方針を示せ。 

市 長 

教育長 
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２．市民と共に資源

再発見の取組につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）いきいき交流センターは、地区へ

の無償譲渡を検討するとある。現在 

どのように検討がされているか。 

（４）椋鳩十文学記念館においては、 

来館者が減少している現状と来館者を

増やす努力をされていることは承知し

ている。そこで来館者の推移を示せ。 

  また、社会教育施設では類似施設の

集約化を進め併せて周辺の公共施設と

の複合化を進め、施設の付加価値を高

め、日常的な利用拡大を目指すとある。

市民の中には、この椋鳩十文学記念館

の入館者状況等を踏まえ今後の運用を

大変危惧されている。 

社会教育施設と日豊本線を挟んでの

加治木複合新庁舎との相乗的運用を含

め，今後の維持管理、運用はどのよう

に捉えているか問う。 

 

（１）市長は自身の政策論で、みんなで

再考・今こそ再興・姶良市最高の 

メッセージを発信されている。この 

メッセージにぴったりの「煮しめグラ

ンプリ」が今年２月に第３回目が行わ

れている。ＪＡあいらとの共催とある

がイベントの提唱者は誰か。 

また、「姶良市を煮しめの聖地に」を

スローガンに煮しめの伝統文化を継承

することを目指すとある。このイベン

トから先進性などの発見はできたのか

問う。 

（２）第５次姶良市実施計画「文化財の

保護と活用の推進」の建昌城跡整備事

業では、建昌城跡の保護と活用のため、

緑のリサイクル化を図る事業である。 

内容は、史跡内を含め市内の公共用

地等からの刈草、剪定枝葉等をチップ

化し、防草、敷設資材として活用する

ことである。資源の活用ではあるが、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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市民の文化の意識からすると、ほど遠

く乏しいと考えるが、再考できないか

問う。 

（３）姶良市には２０４件（指定１９１、

登録１３）の国・県・市の指定の文化

財・史跡が市内各所に数多く残り、 

県内で最多を誇る。 

しかし、市内の中では指定には及ば

ないが、地域の自慢の史跡、景観や、

造形物、百姓遺産（棚田・水路・井堰）

など、数多くあると考えられる。 

このような継承、想像のストーリー

を加えた名所などを地域や広く市民参

画で募ることはできないか問う。 

また、フォトコンテスト、姶良遺産

マップ、地域再興のイベントなどの 

発展につながると思われるが、地域企

画の支援策は考えないか問う。 

 

 

６．萩原 哲郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．姶良ニュータウ

ン内の道路・側溝・

沈砂池・公園整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）姶良ニュータウンは造成後４４年

が経過し、道路舗装の痛みが酷い所が

みられる。特に１丁目２１番・２２番

と３丁目２番・８番・７番の道路間は

ひび割れが酷く、他にも何か所か酷い

所があり、舗装の要望がある。他の 

場所も点検し舗装の考えを問う。 

（２）姶良ニュータウン内の道路上の 

一時停止等、白線が消え事故の恐れが

懸念される。特に姶良ニュータウンは

坂が多く危ない。道路のあらゆる所に

白いペンキで印がついているが、説明

を求む。 

  また、市内の道路を見回り点検を 

行い、消えている所は白線の引き直し

を以前も要望していたが、その後の 

進捗状況を問う。 

 

市 長 
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２．サボーランドパ

ーク姶良の公園 

維持管理と道路 

整備、イノシシ対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）側溝蓋の隙間改善で木で補修して

いる箇所は、コンクリートでの補修に

改善していくとのことで、早急に補修

を行っていただいた。他の危険箇所も

常時点検を行い、補修が必要な隙間の

広い箇所や以前仮補修した木の箇所

は、コンクリートで改善を行っている

のか問う。 

（４）姶良ニュータウン内の１・２・３

号沈砂池の雑草がまた目立ってきた。

傾斜地は危険であるため、専門家に 

依頼して除去するとのことであった

が、その後の進捗状況を問う。 

（５）中央公園内の雑草除去は完了して

いるが、フェンス内側とグラウンド 

上の貯水池ほか、今後の雑草除去を 

問う。 

（６）松陽台３４班上の市有地の雑草が

繁茂している。草刈り・側溝整備状況

を問う。 

 

（１）サボーランドパーク姶良で、３年

余り通行止めになっていた中央広場 

木製階段・歩道のマットの張替え・ 

じゃぶじゃぶ池のリニューアル工事が

１１月中旬から始まり、来年の３月 

中旬までとなっているが、工事は完了

するのか。 

（２）草スキー止めマットは、設置され

てから２７年経過し痛みが酷い。今後

の管理について問う。 

（３）サボーランドパーク姶良には、 

家族連れで遊びにきているが、幼い 

子供たち（９歳位まで）が遊べる遊具

が無い。 

  コンクリート造りの滑り台を改造

し、子供たちが楽しく遊べるようにで

きないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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（４）触田から花桃の里を通り、サボー

ランドパーク姶良にぬける道路は、 

雑草が茂り通行にも困難な状況で 

ある。 

触田自治会が管理している花桃の里

は、草刈りが完了しているが、今後の

整備状況を問う。 

（５）１１月１日午前７時２０分ごろ、

鹿児島市原良の路上で小学生が、イノ

シシに襲われけがをした。登校中、 

出合い頭にイノシシと遭遇し、逃げた

ところを襲われた。現場は山に囲まれ

た住宅街で１０月には箱罠で１頭捕獲

している。 

  花桃の里付近は、毎晩イノシシが 

夜中に多く出没している。以前捕獲の

要望をお願いしていたが、その後の 

進捗状況を問う。 

（６）姶良ニュータウンは山に囲まれた

団地である。ここ数年、総合運動公園

入口や姶良ニュータウン西公園・ 

西自治会２３班の山道などで、目撃情

報を聞く。児童は西姶良小学校へ登校

しているが、安全対策は大丈夫か。 

  また、山側からのイノシシ等の侵入

を防ぐ防護柵の点検は行っているの

か。 

（７）１０月に市内の２か所に猿が現れ

た。出没状況と安全対策を問う。 

（８）サボーランドパーク姶良の西側の

トイレから上に約２００メートル位 

上昇した右側の崩落場所は、年々上の

通路との距離が狭くなりつつあり崩落

の危険がある。対策を問う。 

（９）サボーランドパーク姶良入口と、

松陽台西側の公園は、利用者や松陽台

住民から、通路も雑草が茂り通行にも

困難な状況であるとの指摘を受け、 

姶良・伊佐地域振興局へ草刈りを依頼
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３．白銀坂登山道ト

イレ設置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した。 

早急な対応で草刈りを行ったが、通

路横を刈るだけで満足できるような 

作業ではなく、草刈りの満足感が感じ

られない。 

  昨年までは草刈り等よく管理され、

住民も満足し通路を利用されていた

が、蛇等を見かけるようになった。 

以前のように草刈り等を実施していた

だきたいが、今後の対策を問う。 

 

令和５年２月５日に姶良市の歴史街

道・白銀坂で、坂上りを競う「バーティ

カルレース」が初めて開かれた。県内外

８４人が石畳の残る薩摩藩の主要道を 

駆け上がった。 

 ランナーはゴールまでの制限時間で 

３部門に分かれ、姶良市脇元の入口から

スタートし、鹿児島市宮之浦町までの 

約２．７キロ、標高差３９０メートルの

コースを競った。地元のボランティアら

が給水を手伝い声援を送った。 

 同イベントは来年も開催予定と聞く。 

 そこで以下について問う。 

（１）「バーティカルレース」開催中に 

姶良市・鹿児島市のおもてなしの内容

を問う。 

（２）平成１０年２月国土交通省により

脇元側には、駐車場及びトイレが設置

されているが、鹿児島市宮之浦町側に

はトイレが無い。トイレの設置につい

て、令和３年第１回定例会の答弁では、

山頂部は民有地であり、今後、土地所

有者や白銀坂を共同管理する鹿児島市

とともに、トイレ設置の可能性につい

て模索していくとのことであったが、

現状を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 


